●　諏訪湖の浚渫事業の変遷
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■　諏訪湖の浚渫事業

浚渫は、枯死し腐敗した水草を含む底泥から栄養塩類（窒素、リン等）」が湖水へ溶出し、再び藻類の栄養源となること、また悪臭ガスを発生させることを防止する目的で底泥の除去を行うものです。

諏訪湖の浚渫事業は、前述しました訪湖浄化対策研究委員会の提言を受け、昭和44年から行われています。諏訪湖においては昭和初期から治水を目的とした浚渫が行われていましたが、環境保全という目的での浚渫は昭和44年以降となります。下に示しました図のように浚渫は、２期に分かれて進められています。まず、第１期工事は浚渫開始から昭和55年までの11年間で、水深2.5mまでの湖岸周囲の浅瀬を対象に151万m3の底泥を浚渫し、事業を完了しています。

第２期工事は湖全体に窒素・リンが底泥の表層に広く分布していることが確認されたため、湖面全域の1060万m2を対象に栄養塩類が堆積した50cmの厚さで底泥を浚渫するというものであり、昭和56年以降現在も実施しています。その進捗状況は平成１３年度で目標の浚渫土量530万m3に対して54%の達成率となっています。

	
	全体計画
	平成１3年度まで
	平成１３年度率

	
	１期工事(終了)
	２期工事
	計
	１期工事(終了)
	２期工事
	計
	進　捗　率

	事業費（億円）
	23
	252
	275
	23
	96.8
	119.8
	43.6%

	浚渫面積（km2）
	2.7
	10.6
	13.3
	2.7
	5.8
	8.5
	63.9%

	浚渫量（万m3）
	151
	530
	681
	151
	230
	381
	55.9%


現在も、諏訪湖全体の汚濁負荷量の内、内部から発生する汚濁負荷量は約３０％あります。浚渫事業を行うことにより底泥からの栄養塩類の溶出を削減できますが、発生する底泥の受入れ先が難航等により浚渫事業は岐路に立っています。（Ａ）、（Ｂ）　　　※文末のアルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は章末に列記してあります。

[image: image2.jpg]MR L w A EDEERR

Usk 82 th

B E M

@

#

0

i’

i

g

IR (S56—








■　諏訪湖浚渫事業の変遷の参考文献

　Ａ：諏訪湖「治水の歴史」　平成１０年３月：長野県諏訪建設事務所刊

　　　　　　　　内容：諏訪湖の治水・浄化及び湖岸環境事業の記録とともに諏訪湖の概要、歴史上の説話を紹介

　　 　　保管場所：長野県諏訪建設事務所、諏訪地域の各市町村図書館、小中学校、

Ｂ：諏訪湖（パンフレット）　平成１３年度版：長野県諏訪建設事務所刊

　　　　　　　　内容：諏訪湖の沿革と治水・水辺整備・浄化事業の概要

　　　　　 保管場所：長野県諏訪建設事務所建設課









浚渫の範囲
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